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い
つ
の
間
に

か
ワ
イ
マ
ー
ル

憲
法
は
骨
抜
き

に
さ
れ
て
、
ナ

チ
政
権
の
反
対
勢
力
は
駆
除

さ
れ
て
い
た
。
治
安
維
持
法

も
そ
の
後
の
改
悪
を
加
え
つ

つ
猛
威
を
振
る
う
ま
で
、
し

ば
ら
く
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
余
韻
の
な
か
で
お
と
な

し
く
し
て
い
た
。

　

共
謀
罪
が
中
身
を
変
質
さ

せ
つ
つ
凶
暴
性
を
発
揮
し
だ

す
の
は
何
年
後
か
ら
で
あ
ろ

う
か
。
す
で
に
内
閣
は
各
省

庁
の
高
級
官
僚
の
人
事
権
を

拡
大
し
て
、
も
は
や
日
本
の

首
相
は
大
統
領
兼
任
の
雲
の

上
の
人
の
様
相
で
あ
る
。
権

力
と
は
金
と
人
事
権
の
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う
。
13
世
紀
の

イ
ギ
リ
ス
王
権
の
や
り
た
い

放
題
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
元
祖
憲
法
み
た
い
な
も

の
を
創
設
し
た
の
は
、
百
姓

庶
民
で
な
く
貴
族
だ
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
合
意
で
決
め
た

ル
ー
ル
を
破
る
の
か
、
無
視

す
る
の
か
、
改
悪
す
る
の

か
、
権
力
は
多
く
の
選
択
肢

を
随
時
繰
り
出
し
て
く
る
と

抵
抗
者
側
は
無
力
に
見
え

る
。
そ
の
上
、
自
分
た
ち
の

権
力
は
王
か
ら
で
な
く
庶
民

か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の
だ
と

開
き
直
る
。
だ
が
現
在
、
権

力
者
の
首
の
挿
げ
替
え
は
有

権
者
の
掌
中
に
あ
る
。

今日の数字

620.4万人
　2015年度の要介護・要支援
認定者数。前年度から14.6万
人増。介護保険事業報告から。

２０１７年
夏季特集号投稿・写真を募集

社保研究部

カ
ル
テ
記
載
の
注
意
点
を
解
説
す
る
安
積

中
氏
＝
６
月
10
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

２
０
１
７

２
０
１
７

大
阪
府
に
要
望
書
を
提
出

実
現
へ
向
け
今
秋
に
交
渉

子
ど
も
の
「
口
腔
崩
壊
」
の
解
決
求
め
る

８
月
20
日（
日
）、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

保
険
者
通
報
の
指
導
対
策

講
師
・
鳥
畑
与
一
氏（
静
岡
大
学
人
文

社
会
科
学
部
教
授

）
「
誰
も
が
納
得
す
る
カ
ル
テ
を
」

　

府
と
直
接
交
渉
す
る
「
応

接
項
目
」
は
３
分
野
29
項

目
。
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会

問
題
と
な
り
、「
口
腔
崩

壊
」
の
児
童
・
生
徒
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
た
協
会
の
学

校
歯
科
治
療
調
査
に
注
目
が

集
ま
る
な
か
、
協
会
は
「
口

腔
崩
壊
」
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
子
ど
も
の
口
腔
保
健

対
策
を
柱
に
据
え
た
。

　

府
に
対
し
、「
口
腔
崩

壊
」
や
未
治
療
の
子
ど
も
の

実
態
調
査
を
求
め
る
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
が
確
実
に

治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
教

育
委
員
会
や
学
校
へ
の
指
導

・
援
助
を
強
め
る
こ
と
を
要

望
す
る
。
ま
た
、
学
校
現
場

で
の
歯
科
保
健
指
導
の
毎
年

実
施
や
、
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト

へ
の
対
応
な
ど
を
求
め
た
。

　

府
が
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
の
窓
口
負
担
増
や
対
象
者

の
切
り
捨
て
を
進
め
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
悪
の

中
止
・
撤
回
を
要
望
。
さ
ら

に
、
窓
口
負
担
と
所
得
制
限

の
撤
廃
や
、
子
ど
も
の
対
象

範
囲
を
府
の
制
度
と
し
て
中

学
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

審
査
・
指
導
で
は
、
被
指

導
者
が
求
め
る
帯
同
者
を
認

め
る
こ
と
や
、
休
日
や
平
日

夜
間
の
指
導
、
指
導
結
果
の

積
氏
は
、
自
身
が
経
験
し
た

事
例
を
紹
介
し
、
日
ご
ろ
の

備
え
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

　

保
険
医
で
あ
り
つ
づ
け
る

た
め
に
必
要
な
各
々
の
継
続

的
な
努
力
を
、
改
め
て
見
直

す
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

（
藤
井
寺
市
・

 

小
林
裕
次
郎
）

を
示
し
た
。
指
導
へ
の
弁
護

士
の
帯
同
に
つ
い
て
は
、
指

導
通
知
が
届
い
た
際
に
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
べ
き
と
述
べ
、
協
会
の

帯
同
弁
護
士
団
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
。

　

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の

対
応
に
つ
い
て
言
及
し
た
安

す
る
カ
ル
テ
を
心
が
け
よ

う
」
と
強
調
。
カ
ル
テ
記
載

の
注
意
点
と
し
て
、
▽
主
訴

は
必
ず
患
者
の
言
葉
を
用
い

る
こ
と
▽
Ｘ
線
読
影
な
ど
の

　

新
聞
部
は
、
夏
季
特
集
号
（
８
月
15
日

付
）
へ
の
会
員
投
稿
（
原
稿
・
写
真
）
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

原
稿
は
、
６
０
０
字
以
内
で
、
テ
ー
マ
は

①
趣
味
②
日
常
の
臨
床
③
家
族
や
生
活
の
こ

と
④
夏
の
思
い
出
⑤
エ
ッ
セ
イ
・
川
柳
・
俳

句
⑥
旅
行
記
―
―
な
ど
。
顔
写
真
を
同
封
し

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
写
真
は
、
夏
の
風

景
や
人
物
写
真
な
ど
。
応
募
は
、
郵
便
や
フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
協
会
事
務
局
ま
で
。
７

月
18
日
必
着
。
掲
載
者
に
は
薄
謝
進
呈
。

【
送
付
先
】
〒
５
５
６
―
０
０
２
１
大
阪
市

浪
速
区
幸
町
１
―
２
―
33
／
フ
ァ
ク
ス
06
―

６
５
６
８
―
７
７
３
１
／
メ
ー
ルakira_

kn@doc-net.or.jp

テ
記
載
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
解
説
。
73
人
の
会
員
が

参
加
し
た
。

　

安
積
氏
は
指
導
対
策
の
要

諦
と
し
て
、「
誰
も
が
納
得

　

社
保
研
究
部
は
６
月
10

日
、
個
別
指
導
対
講
習
会

「
保
険
者
通
報
に
よ
る
個
別

指
導
の
傾
向
と
対
策
」
を
Ｍ

＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
講

師
は
社
保
研
究
部
の
安
積
中

理
事
が
務
め
、
指
導
の
仕
組

み
や
指
導
へ
の
備
え
、
カ
ル

略歴
とりはた・よいち　1958年生
まれ。大阪市立大学大学院経
営学研究科修了。静岡大学人
文社会科学部教授（国際金融
論担当）。主な著書に『略奪
的金融の暴走』『カジノ幻
想』など。

大阪府への主な要望項目
【子どもの口腔保健対策】
▽ 「口腔崩壊」状態になっている児童・生徒の実態を調
査すること。「口腔崩壊」の児童・生徒が治療を受け
られるよう市町村や学校、児童・生徒を支援すること

▽ 学校保健教育で歯科保健指導を毎学年実施するようガ
イドラインを策定すること

▽ 医療ネグレクトの早期発見と早期対応のために医療機
関と学校、行政との連携体制を構築できるよう市町村
を指導・援助すること

【福祉医療費助成制度】
▽ 患者負担増の福祉医療費助成制度改革を中止・撤回す
ること

▽ 子どもの医療費助成制度の対象年齢を入通院とも中学
卒業まで拡充すること

▽ 老人医療費助成制度の対象範囲を抜本的に拡充するこ
と

【審査・指導】
▽ 指導に際して、被指導者の求める帯同者を認めること
▽ 集団的個別指導や個別指導（新規含む）は、複数日を
予定日とし、（ａ）日曜日等の休日に実施すること
（ｂ）平日の夜間に実施すること
▽ 近年、指導結果で「概ね良好」とされる歯科医師が１
人もいない。指導結果の判定基準を明らかにすること

市
民
公
開
講
座

　

ま
と
も
な
審
議
も
な
く
、

16
年
末
の
臨
時
国
会
で
自

民
、
維
新
な
ど
が
強
行
成
立

さ
せ
た
カ
ジ
ノ
解
禁
推
進

法
。
カ
ジ
ノ
推
進
派
は
海
外

資
本
を
呼
び
込
み
巨
大
カ
ジ

ノ
施
設
を
つ
く
れ
ば
、
地
域

経
済
が
活
性
化
す
る
と
バ
ラ

色
の
未
来
を
描
く
。
カ
ジ
ノ

と
万
博
誘
致
を
セ
ッ
ト
で
押

し
出
し
、
巨
額
費
用
を
要
す

る
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
す

る
。

　

カ
ジ
ノ
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
打
ち
出
の
小
槌
に
な
る

の
か
。「
カ
ジ
ノ
先
進
国
」

米
国
で
カ
ジ
ノ
ビ
ジ
ネ
ス
は

地
域
経
済
へ
何
を
も
た
ら
し

た
の
か
。
米
国
の
カ
ジ
ノ
資

本
が
日
本
を
新
た
な
市
場
と

し
て
狙
う
理
由
と
は
―
―
。

　

海
外
の
Ｉ
Ｒ
を
研
究
し
て

き
た
鳥
畑
氏
に
講
演
し
て
も

ら
い
、
カ
ジ
ノ
経
済
が
社
会

へ
も
た
ら
す
影
響
を
考
察
す

る
。

◇

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７

【
日
時
】
８
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
会
費
】
会
員
・
ス
タ
ッ
フ

・
患
者
い
ず
れ
も
無
料

【
定
員
】
１
２
０
人

※ 

お
申
し
込
み
は
協
会
事
務

局
ま
で
（
℡
06
―
６
５
６

８
―
７
７
３
１
）

所
見
は
歯
科
医
師

が
遅
滞
無
く
記
載

す
る
こ
と
▽
保
険

診
療
と
自
費
診
療

は
明
確
に
分
け
る

必
要
が
あ
る
こ
と

―
―
な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
を
紹
介
し

た
。

　

ま
た
、
実
際
の

指
導
で
指
摘
さ
れ

が
ち
な
リ
コ
ー

ル
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
注
意
点
を
解

説
し
、
解
決
方
法

　

日
本
維
新
の
会
が
進
め
る
大
阪
・
夢
洲
で
の
万
博
＆
カ
ジ

ノ
構
想
の
問
題
点
を
学
ぼ
う
と
、
協
会
は
時
局
学
習
会
サ
マ

ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
７
「
カ
ジ
ノ
幻
想
〜
『
大
阪
経
済
が
成

長
す
る
』
と
い
う
嘘
」
を
８
月
20
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

く
。
海
外
の
カ
ジ
ノ
・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ
Ｒ
）
問

題
に
詳
し
い
鳥
畑
与
一
氏（
静
岡
大
学
教
授
）が
講
演
す
る
。

市
民
公
開
講
座
と
し
て
開
く
こ
と
か
ら
、
協
会
は
会
員
・
ス

タ
ッ
フ
・
患
者
ら
の
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

歯
科
医
療
現
場
の
声
を
大
阪
府
に
突
き
つ
け
、
医
療

・
福
祉
施
策
の
拡
充
を
実
現
す
る
た
め
、
協
会
は
子
ど

も
の
口
腔
保
健
対
策
や
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
充

実
、
指
導
・
監
査
の
改
善
な
ど
10
分
野
64
項
目
に
わ
た

る
要
望
書
を
松
井
一
郎
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
。
要
望

内
容
の
実
現
を
目
指
し
て
、
今
秋
を
目
途
に
府
と
交
渉

す
る
。

ど
に
つ
い
て
充
実
・
改
善
を

要
望
し
た
。

　

歯
科
医
療
の
供
給
体
制
で

は
、
訪
問
診
療
の
際
の
駐
車

禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
発

行
や
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
受

診
体
制
の
確
立
、
障
が
い
者

の
歯
科
治
療
に
取
り
組
む
診

療
所
の
支
援
な
ど
を
求
め

た
。

判
定
基
準
の
明
示
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

文
書
回
答
を
求
め
る
項
目

は
７
分
野
35
項
目
。
国
民
健

康
保
険
や
口
腔
保
健
事
業
な


